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～センターの盆栽の梅の花が咲きました。～ 

 
 
 
 

 
～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 

No.86  

２０２6年 

2月 7日 

 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

86 クールは積雪 30 センチの中からのスタートでした。 

活動初日に被災地視察では、トラックがスリップして線路近くに

脱輪し往生していました。仮設住宅に向かう私達の車両もスタック

して抜け出せなくなり、通りすがりの地元の工務店の方が助けてく

ださいました。能登地方の生活の困難さを実感する出来事でした

が、最終日まで事故なく活動に取り組むことが出来ました。   

 到着初日、雪が積もる温泉街を明るいうちに視察。シンボルだった

和倉温泉前バスターミナルが解体され更地に…。護岸の復旧工事も行

われている様子でした。新しい家が立っているところも見かけました

が、更地が増え、震災前の賑わいはいつになったら戻るのか…。 

 本田事務局長のお話では、「休眠貯金」を活用して福祉避難所の整

備（トイレの改装、シャワー室の設置、仮設の部屋の増設など）が始

まっているというお話を聞きました。これまでのこと、これからのこ

と同時に考えていきたいと思いました。  （奈良県 島 耕治） 

  

 

 

能登にたくさんの笑顔が咲きますように 

大雪で通行困難となった仮設住宅 

 ３回目の能登支援に入りました。建物の解体が進んでいたり更地

になっている場所があり時間の経過を感じる部分がある一方、施設

の状況は変わっておらずこれからの能登はどうなっていくのか、こ

れからどのようなことができるのかを考えました。 

                 （大阪府 小林 裕哉） 
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協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 
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～支援活動 紹介～ 

 

        胸が熱くなったエピソード 

 初めての能登支援。そして初めての強度行動障害

の方が利用する施設での支援。 

 福祉施設での経験が浅く自分にできることはある

のだろうかと不安と緊張を抱えながらの初支援。 

 スタッフさんとの挨拶を終えいよいよ利用者の方

との対面。それまでの不安と緊張が吹き飛ぶような

笑顔での挨拶。更に驚かされたのがそれを上回るよ

うなスタッフさんの笑顔と笑い声。支援初日に絵の

得意な仲間が似顔絵を描いてプレゼントしてもらっ

た事に胸熱くなるものがありこの支援に参加させて

もらい本当によかったと思いました。 

（奈良県 前西 潤） 

 

  「ありがとう」を胸に 

 初めて支援に伺いました。先週の大寒波から寒さが少し緩み、除雪作業も進んでいましたが、やなぎ

だハウス周辺は積雪が多く残っていました。午前中から支援スタッフで雪かきのお手伝いをさせていた

だきましたが、２時間弱ですら思っていたよりも重労働でした。支援の間に除雪を行うのは大変さを感

じました。道路も雪で亀裂が見えなかったり、傷んだ建物に雪が積もることもあるのではないでしょう

か。「ありがとうね」と除雪した道路を見て伝えてくれた利用者さんの言葉を胸に、私にできる支援は

これからも続けていきたいと思いました。 

（東京都 橋本 円） 

びっくりエピソード 

 やなぎだハウスでの支援で、鼻緒を覆う着

物生地を一緒に取り組みました。私が天理の

事業所から来たことを知った職員さんが「こ

の草履を天理大学のアンテナショップで販売

しているんですよ」とお話されていました。偶

然にも偶然、私はきょうされん全国大会 in奈

良の利用者フォーラムの担当で、天理大学と

一緒に企画を作ってきました。私たちの活動

と能登が繋がった瞬間に驚きと感動を覚えま

した。仲間と一緒によく行くので、買いに行き

たいと思います！ 

          （奈良県 松田 勝） 

←ゆうの丘 

シイタケ収穫は雪

を踏みしめつつ。 

 

縫製作業 → 

ここから物語が 

動き出す。 

 

 


